
13.その他 
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【受入ウッドチップの放射線量測定及び簡易空間線量計のカタログ】

【受入ウッドチップの放射線量測定】 

バイオマス発電の燃料であるウッドチップについては、搬入されるダンプご

とに放射線量（γ線）を簡易放射線量計で空間線量を測定して、搬入するウッ

ドチップの放射線をチェックして記録する。放射線量測定のフローを以下に示

す。

          ウッドチップ積載ダンプ

搬入時

ダンプに積載されている

ウッドチップの放射線量

測定（前後左右）

        環境放射線量モニタ PA-1000 Radi 

放射線量が 40Bq（調理用

薪の指標値）を超えないこ

と

指標値    以内      指標値超過

バイオマス発電搬入      処分（廃棄物処理）
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【受入れチップの放射線モニタ測定器】



【濁度計の濁度と浮遊物質量との相関】         参考資料

・現場で測定している濁度計の濁度と浮遊物質量との相関 

現場で測定している濁度と浮遊物質量との相関の調査を行っているが、笹子川が濁りにくい河川

であることからなかなか濁度の高い（浮遊物質量の多い）サンプルがそろわない状況であったこと

に加え、検体の採取を現場作業員にお願いしていたために調査期間が長くかかり、採取場所も不揃

いになった。濁度と浮遊物質量の相関調査のデータは以下の通りである。

表 1 濁度と浮遊物質量の相関調査結果

前日 当日

西1 － － － 
西2 － － － － － 

東 7 7 .9 1.1

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 11 11 .6 1.1

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 1 6 .2 6.2 *

西1 3 8 .6 2.9
西2 － － － － － 
東 － － － 

西1 27 9 .6 0.4

西2 13 － － 4 .3 0.3
東 － － － 

西1 2 1 .4 0.7
西2 3 1 .5 1.0 14 .9 5.0
東 3 5 .3 1.8

西1 － － － 
西2 － － － － － 
東 2 1 .8 0.9

西1 － － － 
西2 328 － － 4 .7 0.0 *
東 － － － 

西1 50 36 .2 0.7

西2 52 0 .7 0.7 28 .1 0.5
東 37 41 .8 1.1

西1 6 2 .4 0.4
西2 2 0 .3 1.0 3 .1 1.6

東 2 1 .4 0.7

西1 30 11 .5 0.4
西2 2 0 .0 0.5 12 .9 6.5 *
東 1 15 .6 15.6 *

西1 1 22 .7 22.7 *
西2 27 19 .0 0.7 15 .4 0.6
東 19 8 .5 0.4

雨

晴れ

雨

雨

雨

晴れ

晴れ

曇り

棄却
SS

(mg/L)
濁度
(度)

東/西２

雨

濁度
/SS

東/西１
当日
天候

雨

雨

0.011.0

0 .0

0.017.0

0.0

6 .21

4 .24

5 .13

261 .00 .0

0.50 .0

33.50 .0

0 .0 17.5

9 .21

9 .22

年 月.日 地点
降水量 mm

26.02 .0

2.055.5

晴れ

H28

H29

9.18 31.0 17.0

4 .18

3 .22

11 .11

12 .14 3.00 .0

36.51 .5

8 .07

7 .06
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表 2に回帰式を用いて濁度から推定した SS 濃度を示した。この SS 濃度は平均的な値になるが、

濁度から容易に算出することができ、濁度と環境基準値や排水基準値との関係を知ることが可能に

なった。回帰式は、次式(1)であった。 

 （1）・・・・・[SS] = 1.716 * [濁度] -4.03  (R = 0.835, N =18) 

SS濃度/濁度または濁度/ SS濃度を求め、この値が5.0を超えた場合は異常値とみなし棄却した。

両者の関係を図 2に示した。棄却したデータは、表1中､＊で、図 1中､▲で示した。 

データ棄却後の両者の関係を図 2に示した。また回帰直線と 90%信頼上限と 90%信頼下限を示し

た。ここで、信頼上限は濁度 8.1 度の時 SS 濃度 25mg/L になり、濁度がこの値以下であれば 90%の

確率で A類型の SS の基準を満たすことになる。また、26.5 度を超えれば、同様に 90%の確率で基

準を超えると推計する。 

図 1 SS と濁度の関係図           図 2 SS/濁度相関図 

表 2 濁度から推定した SS濃度 

濁度から推測した浮遊物質量（SS）は、濁度 17 度で河川環境基準 A類型 25mg/ になると推測できる。濁

度を常時監視するに当たり、濁度 17 度を超えた場合、何らかの対策を講じることが必要と考える。 

濁度(度) SS (mg/L) 濁度(度) SS (mg/L) 濁度(度) SS (mg/L)

2.5 0 6.0 6 20.0 30
3.0 1 8.0 10 25.0 39
3.5 2 10.0 13 31.5 50
4.0 3 12.0 17 40.0 65
4.5 4 15.0 22 50.0 82
5.0 5 17.0 25 60.0 99
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